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との結論が得られている（梅崎・田澤 2013, p 115）。また同書では本稿のテーマとも関連す
る「就職先の決定に至る過程」の分析も後半で行われており，ここでは就職活動開始時におい
て多くの学生が大手志向，B to C 企業であったものが中期以後はより「現実志向」を強める
ことや，志望先が大きく変化した場合でも就職先への満足度が下がらない場合があり，これは





















3．調 査 概 要
本稿での調査は 2013年春の佛教大学社会学部卒業生を対象とし，13年 1月から 3月にか
けて実施された。対象者は 15名（男性 6名，女性 9名）であり，それぞれ 90分前後の半構
造化面接（2）を実施し全文のテープ起こしを行った上で分析した。長光は全ての面接に同席し，






















内定時期 名前 性別 就職業種 進路変化の類型
早期 A さん 男性 飲食業（大手）
店長候補
単線型
早期 B さん 男性 広告代理店（大手）
営業職
単線型
早期 C さん 女性 地方銀行（大手）
事務職
単線型
早期 D さん 女性 介護業（中小）
介護職
断絶型
早期 E さん 女性 自動車販売業（中小）
事務職
単線型（亜流）
中期 F さん 男性 家具小売業（中小）
販売職
絞込型
中期 G さん 男性 運送業（大手）
総合職
断絶型




後期 I さん 女性 携帯販売業（中小）
販売職
断絶型
後期 J さん 女性 流通・販売業（中小）
営業職
断絶型
後期 K さん 女性 IT ソフト開発業（中小）
SE
拡張型
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